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水 野 良 平

平成30年度入庁
事業推進課事業推進係

Ｑ１：現在の業務内容
Ａ１：緑地の整備等、大規模な公共工事を行うため、国に対して予算要求業務を
担当しています。加えて、国の補助金等で実施している様々な工事がスムーズに
進むように庁内や外部（他官庁や民間企業）との調整業務を行っております。

Ｑ２：名古屋港管理組合を志望した動機
Ａ２：名古屋港は面積においても経済規模においても日本最大級の港であり、
中部地方における物流の要です。そのような港の発展に技術者として貢献する
ことは、名古屋のみならず中部地方を中心とする地域経済の発展に一役を担え
ると考えたからです。

Ｑ３：新人時代の思い出
Ａ３：私が新人の時には中川口ポンプ所に勤務しており、台風による大雨で中
川運河の水位上昇が発生しました。排水ポンプの運転により、街に水が溢れる
ことなく台風は過ぎ去り、無事に防災への対応が完了した際には大きなやりが
いを感じました。

肱 黒 晃 二

令和４年度入庁
施設事務所電気係

Ｑ１：現在の業務内容
Ａ１：港湾利用に不可欠な電気設備に関する工事設計、監督を行っています。
今ある電気設備をより良い形にすることで、港湾利用者から名古屋はもちろん、
社会に貢献できるような仕事をしている自負をもって従事しています。

Ｑ２：職場の雰囲気
Ａ２：困ったことがあるとすぐに相談できるような雰囲気の職場です。一般的
に各々の裁量に任されるとされる工事業務ですが、それを感じさせないくらい
先輩方が率先して力を貸してくれる職場と感じています。

Ｑ３：一緒に働きたい職員または目標としている職員
Ａ３：現在は諸先輩方の助力を多くいただいて業務を行っている身ですので、
今後入庁する後輩職員に頼られるような、模範となれるような職員を目指して
います。そのため日々の業務をひとつずつ遂行しています。

中 田 春 樹

令和４年度入庁
海務課船席係

Ｑ１：現在の業務内容
Ａ１：名古屋港に入港してくる船舶の申請を受理し、着岸場所（船席）を指定
しています。気象海象をはじめ、入港船の目的や動静、荷役等の様々な情報を
もとに調整業務を行うことで、適切な船席指定を行っています。

Ｑ２：やりがいを感じた仕事・苦労したこと・印象に残っている仕事
Ａ２：初めは岸壁を覚えることに苦労しましたが、先輩方のサポートのおかげで
安心して仕事に取り組むことができました。自分の仕事が、船舶の着岸という形
で目に見えて分かるので、日々やりがいを感じています。

Ｑ３：名古屋港管理組合の職員として働くことの魅力
Ａ３：海事職としての知識を活かしながら、広大な名古屋港の物流の一端を担っ
ているという実感を持って働けることが魅力だと思います。また、休暇も取得し
やすいため、働きやすさという点でも満足しています。

「女性活躍・子育て支援プログラム」を策定し、子育てと仕事を両立できる職場づくりに取り組んでいます。
休暇制度や職務専念義務免除（以下「職免」）など男女問わず様々な制度を利用することができます。

家事と育児で慌ただしくなり、自分の時間がなかなか取
れなくなりました。
週末は夜遅く寝ることが多かったですが、子供に合わせ
て早寝早起きになりました。休日も子供との予定が優先
となり、今までとは生活が激変しました。

「分べん看護職免」、「育児参加職免」及び1ヵ月間の「育
児休業」を利用しました。
約1年半の「出産休暇」及び「育児休業」を2回利用し、
現在は、「部分休業」及び「休憩時間の特例措置」を利
用しています。

比較的業務量が多い部署ということもあり不安はありま
したが、上司に相談した時も快く承諾いただき、業務に
ついても同僚にサポートしてもらいました。
現在は、早出勤務を利用することで帰宅後に子供との時
間も確保でき、仕事と子育てを両立できています。

周りのサポートがあるため、大きな苦労はありません。
仕事は計画的に行うことを心掛けています。他部署の方
でも退勤時間を配慮してくださるので、とても感謝して
います。

子育て支援制度を利用している方が多く、上司や同僚も
協力的なので、制度が利用しやすい雰囲気ですよ。
子育て支援制度だけでなく、早出遅出勤務や時間単位の
休みもあるので、仕事と家庭が両立できる環境です。

主な子育て支援制度
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育児参加職免

保育職免

分べん看護職免

育児休業

部分休業・養育職免

病気の子を看護する職免

子育て職員の休憩時間の特例措置

女性

※令和5年４月１日現在

男性
共通

子どもの養育において１日につき１２０分以内

生後満２年６月に達するまでの子において、１日１２０分以内

出産予定日の８週間前の日から出産日以後１年を経過する日までの期間において５日以内

配偶者が出産のために入院する日から出産日後４週間以内において２日以内

子どもが３歳に達する日までの期間

出産（予定）日前後８週間（多胎妊娠の場合は１４週間）までの期間

１年度につき５日（２人以上の場合は１０日）以内

休憩時間を４５分間に変更することで勤務時間を調整

中村裕子
管理課経理係
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高原僚太
工事課設計第一係
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Ｑ：子育てが始まり日常のスケジュールに変化はありましたか？  

Ｑ：利用した子育て支援制度を教えてください。

Ｑ：中村さんは、「部分休業」を利用して勤務終了時間を17：30から
 　16：00に変更していますが、仕事面でも苦労はありましたか？

Ｑ：入庁を考えている皆さんに一言お願いします。

Ｑ：高原さんは男性職員として育児休業を取得していますが、
　 取得する上で何か不安はありましたか？

機 械

電 気

海 事

中村さんの
一日のスケジュール

起床・身支度
下の子どもを保育園へ送る
（上の子は父と8：00に登校）

出勤・勤務
昼食
勤務
1時間30分の部分休業取得・退庁
下の子を保育園へ迎えに行く
上の子を学童へ迎えに行く
帰宅
夕食
就寝

高原さんの
一日のスケジュール

起床・支度
出勤・勤務
昼食
勤務
退庁
子供とお散歩
子供とお風呂
夕食
子供と遊ぶ
寝かしつけ
就寝


